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　　This　paper　deals　with　metabolic　ehanges　in　the　rabbit　kidney　tissues　eultured　with　vaeeinia　virus，　as
bioehemically　examined．
　　The　following　results　were　obtained．
　　1．　During　the　eourse　of　the　cultures，　both　nueleic　acids　in　the　tissues　were　observed　to　decrease
rapidly　regardless　of　the　presence　or　the　absence　of　the　virus，　however，　when七urnover　rate　of　the　nucleic
acids　was　determined　using　inorganic　radio－phosphate　as　tracer，七he　rate　was　far　higher　in　the　tissues
cultured　with　the　virus　than　those　cultured　without　the　virusL　These　results　are　considered　to　suggest
that　assimilation　and　dissimilation　of　nucleic　aeids　is　broug．ht　about　in　a　rapid　pace　as　compared　with　that
in　non－infected　controls．
‘　2．　Almost　no　difference　was　observ，ed　in　the　rate　of　endogenous　respiration　and　of　anaerobie　glycolysis，
in　cytochtome　oxydase　activity　and　in　succinoxydase　activity，　between　the　tissues　cultured　with　the　virus
and　the　eontrol　tissues．　However，　it　was　remnined　to　be　examined　by　what　kind　of　energy－produeing　system
the　virus　multiplies　in　the　host　cells　in　this　case．
　　3．The　increase　in　lac七i．c　acid　was　oberved　to　be　more　remarkable　in　the　tissues　cultured　with　the
viru＄than　in　the　con七rol　tissues，　however，　further　investigation　will　be　needed　fqr　determining　wha七
metabolic　aetivity　is　responsible　for　the　in．crease　in　lactic　aeid　in　the　tissues．
　すでに第．1篇に述べたよ．うに，ウィルスと宿主細胞の相
互作用を明かにするためには，宿主細胞としては，その所
属する生体の体液性および神経性統制から解放され．たもの
を使用する方が細胞学的レベルに立って論ずる場合に望ま
しく，この意昧で培養組織を使用することは，ウィルスと
宿主細胞の関係の研究殊にその代謝．病理学的研究には，極
めて重要で．ある．といわなければならない。勿論培養組織は
培養法の如何を問わず，一応生体内にある時とは異った代
謝のpa七ternおよび活性を有するも．のであり，また培養
のための多くの制限の中でその代謝活性を維持しつ．つある
組織であるから，培養組織についてえられた成績をそのま
ま生体内組織に関する考察にあてはまることは危険であろ
う。特にMaitland法のごとき’，組織培養法というよりは
むしろ糸騰旛生法というべき方法による細織を使用した場
合には，これらのことを十分考慮しなければならない．。た
だ，すでに述べたようにMaitland法で培養．された家兎の
腎組織に牛痘ウイルスは十分増殖し，しかも血清以外には
複雑な組成を有する培養液を使用していないので，生化学
的方法をもつてする検索には便利であろう。
　著者は第1篇において，Maitland法によって培養され
た家兎の腎組織の牛痘ウイルスの感染に．よって受ける影響
は，少なくとも組織学的および組織化学的に認めうる範囲
では極めて少ないことを述べた。しかしウイルスが増殖し
ている以上は，何等かの形で宿主細胞におけるそれ．に対す
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る反応が捉えられるはずである。
　本篇においては，生化学的方法によってえられた核酸代
謝，および呼吸活性の変動についての成績を述べる。
Table　1．　AmozantsげNucleie　Acids伽tゐθ
　　Kidney　Tissue　Cultivated　in　vitro
実験材料および方法
　実験材料：　第1篇において述べたと同様Maitland法
で培養した牛痘ウィルス（109　M．E．D．）感染家兎腎組織を培
養24および72時細目に，それぞれの対照即ちウイルスを
感染せしめなかった材料と比較検索した。
　実験方法：
　1．両核酸の消長とそのP：iL）の交替度の変動：　核酸の
定量は，500mgの組織を含む培養材料5ccをそのままホ
モジナイズレ，等量の10％氷冷三塩化醗酸を加え，その後
はSchneider法によって核酸i劃分をえ，　DNA，　RNAはそ
れぞれdiphenylamine法，　orcin－HCI法によって比色定
量した。
　榎酸へのP32の交替度を測定するためには，培養開始時
に培養液に燐酸ソーダの形で10万。．p．m．のP32を加え，
培養後24，72時FnH　EIの材料について，　Schneider法で両棲
酸，Schmidt－Thanhauser2）法でDNA劃分をえ，　Geiger－
Miller計数函でそれぞれの一定量につき’1分問あたりの
カウント（c．p．m）を測定したa
　2．呼吸活性の測定：　検圧法を利用して，0時聞，培
養後24および72時問目の材料について，内部呼吸，嫌気
性解糖，チトクローム酸化酵素活性度，コハク酸酸化酵素
活性度を測定したほか，さらにBarker＆Summerson3）
のp－hydroxydiphenyl法によつて乳酸の定：量をも行っ
た。
　検圧法的実験に供した材料はすべて腎組織100mgを5
ccの培養液に浮游せしめたものであり，測定のためには内
部呼吸，チトクP一ム酸化酵素，コハク酸酸化酵素活性度測
定の場合は，これにM／5燐酸緩衝液（pH　7．4）を。．3　cc宛加
えたものについて酸素吸収を測定し，嫌気性解糖のために
は，1．3％：重曹0．3cc，　M／10　Glucose　O2　ccを加えたもの｝こ
ついて炭酸ガスの排出を測定した。ガス相は，好気性の場
合は憶病を，嫌気性の場合tl：　N，）　95％，　CO，・　5％の混合気体：
とした。温度は何れの揚合も370Cとした。またチトクロ
ーム酸化酵素活性度測定のための基質としてはM／50par－
aphenylenediamineを，コハク酸酸化酵素活性度に対し
てlrk　M／50コ口ク酸ソーダを使用した。
No．　of
，　experi－
mental
rabbi七
No．工2
No．　20
No．　21
繍醸1　Ad離㎞
　　　　　　　vlrus
O　hr．
24
72
o
24
72
o
24
72
?
?
?
?
?
?
　RNAmg－P／lOOg
　of　dry
　tissue
152．0
64．5
64．5
31．3
22．0
112．0
42．4
39．1
21．2
21．2
110．0
35．0
35．0
23．7
23．7
　DNAmg－P／100g
　of　dry
　tissue
228．0
146．O
r3s．o
69．0
32．7
208．0
111．0
104．0
69．0
76．0
125．0
101．0
107．0
実験成績
63．0
63．0
1．核酸代謝の変動．．
　1。DNA，　RNA量の培養日数による消長とウイルス感
染によるその変動：実験成績はTable　1に示したとおり
C　：　Not　added　with　virus．
V　：　Added　with　virus． ?
であるが，まずMaitland法によつて超生状態にある家兎
腎組織，殊に皮質をプールしたもののRNA，　DNAは培養
日数の経過とともに急速に滅少し，RNAは培養後24時二
目では。時開のそれの1／2から1／3に減少し，72時問目で
は更に24時聞目のそれの1／2から2／3に減少した。即ち培
養経過の始めの：方がその滅少はより急速のようである。
DNAもほぼRNAと同様の速度で減少したが，　RNAの
場合より減少速度のややおそいものがあることが観察さ
れた。
　ウイルスを添加したものでは，RNA，　DNAともに培養
tk　72時問目で対照に比して著明な減少のみられたものも
あったが，おおむねともに対照における減少の速度と同様
な速度で減少L．，多くの場合は培養後24時騨，72時聞目で
は，対照との間に有意義な差異を見出しがたいようであ
った。
　2．P：～2を示標としたDNA，　RNAの代謝回転におよぼ
すウイルス感染の影響：対照，感染例ともに，RNAの方
がDNAよりより大きいP32のturnover　rateを示した
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Table　Z．　Tiern－over　Rate　of　P：iL’　in
　　　　　Niecleic　Acids
糊騰．鯉惣！職黙
24　hr．
72
?
?
・462
547
505
2980
　DNAc．p．m．／g　d．　t．　，
168
630
Hundred　thous母nd　of　inorganic　radio－phospha七e
　was　added　in　edch　fiask　．at　the　beginning
　　　　　　　of　the　incubation．
ce　eount　per　minute／g　of　dry　tissue．
　　C　：　Not　added　with　virus．
　　V＝Added．wi七h　virus．
ことはTable　2のとおりである。両核酸を合せたものにつ
いてみると，10万。．p．　mのP：IL）を0時に加えたものでは，
24時聞，72時問目で，対照ではほぼ同じ値の　incorpor－
ationを示し，培養日数の経過にともなうincorporation
の有意義な増加は認められなかったが1培養後24，72時開
ではその聞｝と複乳量はほぼ1／2の減少を示しているから，
榎酸対比のspecific　activityは24時面目のもののほぼ2
倍ということにtなる。これに反してウイルスを感染せしめ
たものでは，培養後24時開目では多少対照に比して高い
incorporationを示したが，有意義であるかどうかの判定
は困難な程度であった。しかし培養後72時問目ではRNA，
DNAともに対照よりはるかに高いincorporation　rate
を示し，RNAでは対照のほぼ7倍，　DNAではほぼ4倍の
値を示した。従って核酸対比のspeci且。　activityを示ず
と，培養後72時問目では24下聞目に比して，RNAでは
10～14倍，DNAではほぼ6倍にturnover　rateの増加
するのがみられたことになるわけである。この問，ウイル
スの増殖に関しては，培養後24時聞目では添加ウィルス量
の5倍，72時間目では10倍量のウイルスが回収された。
II．呼吸活性の消長
　1．内部呼吸：Table　3に示したような培養後日数に
よる消長を示し，ウイルス感染の有無にかかわらず，とも
に培養後24時問目では0時開目のほぼ1／4，72時問目では
さらva　24時間日の1！2のQO2値を示した。従ってほぼ複
酸の減少におけると同様，培養の劃期ほど強い浦回がみら
れたわけである。
　2．チトクn一ム酸化酵素：　対照感染例の開に著しい
差は認めがたく，Table　4に示すごとくともに培養後24時
間目で0時閻目の2／3，72時閥目ではさらva　24時間団の
1／2のQO，・値を示した。
　3．コハク酸酸化酵素：Table　5に示すごとく，チト
クローム酸化酵素活性に比してより急速に滅少し，対照，
感染例ともに培養後24時開目で。時出目の1／2，72時間
ではさらに24時聞目の1／10以下のQO，・値を示した。
　4．嫌気性解糖：．これも上述の内部呼吸，チトクn　一一
ム酸化酵素，コハク酸酸化酵素における場合と同様，ウイ
ルス感染の有無を問わず，培養後日数とともにTable　6に
示すごとく減少するが，酸化酵素の場合に比し減少の速度
ははるかにおそく，培養後72時聞目でようやく0時固目の
1／2から1／3の低下度を示す程度であった。ただ培養後72
時問目では，ウイルス感染組織の方がやや高い活性を示す
のが認められた。
Table　3．　E］nclogenous’Respiration　as　Expressed　in　the　Term　of　QO2
Exp．　No．
Hours　after
beginning　ofincubatjon
　　　fC
O　hr．　　　tv
　　　Jc24　　　kv
72　！C
　　　しv
7 13 22 23 16 17 11 19
Grade　of　virus　multiplieation
十十 十÷
5．83
6．17
1，55
工48
O．79
0．61
6．97
7．23
1．14
1．06
O．23
0．30
十ト
7．50
7．74
?????
O．63
0．68
十
5．07
4，74
O．66
0．69
O．60
0．62
十
5．72
5．78
1．51
1．56
O．42
0．26
十
5．94
6．02
1．25
132
O．40
0．54
5．57
6．82
2．39
2．61
O．56
0．68
6．24
6．30
1．53
1．81
O．67
0．59
C　：　Not　added　with　virus．V　：　Added　with　virus．
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Table　4．　CytochTome　Otuy・dase　Act’ivity　as　ExpTessed　in　the　Term　of　QOL7
札幌医誌1957
Exp．　No． 7 13 n 1
廊直fゴ定ter．
beginning　of
　incubation
ohr．　（e
24　（g
72　（g
23 16 17 1 11 1
G7kh’р?－Uf－il’iriig，一illilffmulti　tt，cati6T．
19
十ト
9．95
11VO
5．24
5．77
十ト
13．85
13．50
12．60
8．05
6．97
4．02
十・ト J
15．60
15．55
十
10，90
13．00
9．15
9．77
2．25
2．26
9．06
7．03
8．32
8．42
十
13．70
14，90
7．50
10．85
4．31
3．01
十
17．15
16．30
6．97
8．18
3．04
2．13
10．85
11V5
6．68
5．78
O．94
1．26
11．40
11．65
IL65
10．50
4，00
6．09
C：Not　added　with　virus．　　　V：Added　wi七h　virus．
　　　　　　　T・b1・5・Su・・in・xydαs・A・tiv吻α・BxpuresFecl　i，n　the　TermげQO・・
Exp．　No， 13 22 23 16 17 1 11 19
Hours　after　i
b画一。fi
Grade　of　virus　multiplieation
十ト L 一1’
ohr．　！e
　　　fC24　　　tv
72　（g
22．60
25．70
10．77
11，20
O．53
0．74
23．90
25．70
8．55
8．45
O．46
0．51
十
16．60
19．05
’7．35
8．52
1．24
0．41
十
22．30
22．40
4．95
6．17
O．46
十
22．10
22．90
13．30
13．44
4．41
4，97
8．00
10．29
O．70
0．52
O．94
1．26
13．75
14．06
O．93
0．79
C：　Not　added　with　virus．　V：　Added　with　virus．
　　　　　Table　6．　Rate　of　Anaevobic　Glycolysis　ths’　Expressed　i7z　the　Term　of　QOL）
Exp．　No．
Hours　after
beginning　ofincubation
ohr．　（g
24　（g
72　tC
　　　tv
7 13 22 23 16 17 11 19
十ト 十ト
1．97
エ．52
1．13
1．06
O．53
0．87
　　qr．ad．i！g－g．！f　y／／．ru－s‘rn．p．1－t－iplie．a．tion＝
弓一ト　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　十
1．59
1．59
工55
1．98
O，53
0．85
2．81
2．38
O．88
1．19
工53
1．45
O．66
0．60
O．28
0．56
1．13
0．91
O．79
0．94
O．43
0．63
ユ．19
1．33
1．79
工66
O．71
0．96
O．93
0．79
C：Not　added　wi七h　virus．　　　V：Added　with　virus．
III．乳酸量の消長
　培養液中には家兎1血清を添加して実1験を行ったため，そ
の申．に含まれ．る吼酸を考慮．に入れる必要がありTable　7に
示した値は培養．後．0時間および72時問目における組織お
よび培養液を合して測定した馴酸量の差，即ち培養72時問
の聞に組織において増加した乳酸量：である。
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Table　7。■veerease伽Amoant（ゾエ｝αctic
　A・id　in　tんθ侃伽θMθ面α磁γ吻
the　lile’Tst　72　ilours　’of　the　lncubation
　　　　　（mgfg　of　dry　tissue．）
Exp．　No．　1　1412 16 17 15
Addition
of　virus
?
Grade　of　virus　multiplieation
朴
7．24
13．96
十　　　　　十
10．24　1　19．30
19．50　1　25．00
十
17．25
28．50
13．16
13．16
C　：　Not　added　with　virus．
V　：　Added　with　virus．
　乳酸量は72時間の間にウイルス感染例で著明に増量し，
これは増殖したウイルス量にほぼ平行することが認められ
た。即ちウイルス増殖の著明であったものほど剰酸の増加
は著明であり，これに反してウイルスの増殖に失敗した例
では対照との問に乳酸増加量の差は認められなかった。
　なお補足的な実験として，in　vi七roで行った実験成績の
解釈を容易にする意味で，in　viVOにおける感染の実験を
行った。
　牛痘ウイルスは家兎に経皮あるいは経静脈性に感染せし
めて汎発症を起した場合，腎からは特に多量には回収され
ないことは新保等4），改田5）の実験で示されており，少く
とも血行からする牛痘ウイルスの腎への感染と，その揚合
の腎における増殖は起らないことが確められている。しか
しこれは血液，腎組織聞のbarrierの強固なるζとに由来
するものと考えられ，ウイルスを直接腎に接種する時は，
腎は明かに親和性蔵器として仇き’，その申におけるウイル
スの増殖が認められる。即ち教室の室谷，改田a）の実験に
よると，’102　M．E．D．の牛痘ウイルスを直接家兎腎に接種す
ると，接種後4日目に接種をうけた腎から回収されるウイ
ルス量は，接種ウィルス量のほぼ10倍であることが認めら
れている。この点は直接ウイルスの接種をうけた腎は，試
験管内に培養された腎と同様の態度を，牛痘ウイルスに対
してとるという推定の根拠の一つになる。
　著者はこの材料について，内部呼吸，嫌気性解糖，チト
クP一ム酸化酵素活性度，コハク二酸化酵素活性度および，
培養実験では測定困難であった呼吸商の測定を行って，
Table　8に示したような成績をえた。
　即ちウイルス感染例において対照と異る点は，．呼吸商が
対照ではほぼ1．0に近い値を示したのに反して，感染例で
はそれより低く，α7に近い値を示したことである。これに
反して検索された範囲の呼吸活性は，対照，感染例の開に
有意義な差を認めえず，またコハク酸酸化酵素活性度，嫌
気性解糖値に関しても，感染，対照例の問に有意義な差が
あるかどうか疑わしい程度にすぎなかった。
Table　8．　Rateげ翫吻enous　Resptrαtionαnd　Anαerobic　Gl！le吻si＄，　Cytochr伽θ
　Oxydαse五〇伽吻，　Suecinoxydαse・4ctiv吻αnd　Values　of。ResPtratory　Quottent
　determined　for　the　Rabbit　Kidney　direetly　inoculateel　in　vivo　with　the　Virus
No．　of　rabbit M7 649 657 677 678 660
Hours　after
beginning　ofincubation
錦欝｛3
合騰劉s
遡求｛ε
Succinoxydase　f　C
　　　QO．・　（V
Respiratory　f　C
Quotient　（v
Grade　of　virus　mul七iplication
斗＋
?????
1．84
2．34
12．10
9．90
十卜
5．31
5．29
13．92
10．72
2．89
3．37
7．07
7．80
14．30
14．00
1．00
0．77
O．85
0．54
十÷
6．28
5．48
3．45
3．5
15．00
16．70
15．80
18．50
O．67
十 十
3．46
3．31
15．40
16．60
O．93
3．78
3，52
15．40
18．20
ユ．00
0．63
5，97
5．86
2．65
3．46
13．00
11．94
17．55
16，15
O，99
C　：　Not　infeeted　with　virus．V　：　lnfected　with　virus．
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総括並びに考按
　以上実験成績において示したように，Maitland法によ
って培養された家兎腎では牛痘ウイルスはよく増殖し，こ
のような簡単な組織培養法によっても，接種ウイルス量の
ほぼ10倍程度のウィルスを増殖せしめうることは明かで
ある。　　　　　　　　．、
　少なくとも家兎腎は，先に述べたように経皮ないし経櫛
脈よりするウイルス感染の汎発症から守られており，一見
組織培養実験の場合とウイルス増殖に関する限り合致しな
い結果を示す。しかしこれは生体内ではウイルスに対して
血液・試論のbarrierが強固なためと考えられ，ウイルス
を直接腎に接種することに．よって容易に腎において増殖せ
しめることがでぎるのである。即ちウイルス・宿主細胞の
相互作用の観点からすれば，腎の牛痘ウイルスに対する親
和性を否定することはできないと考えられる。
　ウイルスによる病変が，ウイルスの細胞内寄生というこ
とからもうなずかれるように，あくまで個々の親和性細胞
における変化を基盤として成立するものであることは当然
であり，従って組織ないし細胞のレベルに立っての検索や
考察が望ましいわけであ．る。
　しかもウイルスがそれ自身増殖の機購を有せず，その増
殖に宿主細胞の代謝系の活性を必要とすることは，形態学
的方法と代謝病理学的方法の併用を必要ならしめ，しかも
それらが細胞学のレベルまでに高められることが望まし
い。今日，形態学は電子顕微鏡的技術の進歩によって，紬
胞内構造およびその変化をかなり詳細に捉えることができ
るように．なったが，その構造：あるいはi変化の代謝論的内容
の説明は，なおかなり困難な状態であるといわざるをえな
いであろう。また代謝病理学的方法をもつてしても，生体
を実験の対照としてとりあつかう揚合，明らかに体液的，
神経的要因の影響のもとにある細胞の動的な状態を正確に
捉えうるという段階には達していないようである。勿論生
化学的方法を細胞のレベルにまでもちきたしたものとし
て，組織ないし細胞化学の有する役割は顕著なものがある
としても，その方法論的制限の多いことは何人も否定しえ
ないところである。ここにおいて組織培養法が，かりに培
養された組織が生体内にある時の組織の代謝のpattern
ないしは活性を正確に伝えていないにしても，ウイルス・
宿主細胞の相互作用の研究の一方法として重要であるとす
る理由があるわけである。
　さて牛痘ウイルスの感染をうけた家兎の腎組織は，in
viVOにおける感染にせよ，またin　vitro即ち試験管内で
培養されつつある組織への感染であるにせよ，それが同一
のウイルス・宿主組織の組合せであるという点で，同一の
反：応：が起る可能性が多いわけ’である。著者の検索した2．3
の呼吸活性についての成績もこれを麦持している。即ち試
験管内の方法で検索された腎組織の牛痘ウイルスに対する
反応の様式は，生体内で起るべき反応をかなり忠実に伝え
ているものとみるべきであろう。
　弐にMai七land法のごとき場合には，培養組織の呼吸活
性が培養後日数の経過とともに急速に低下をきたすこと
は，著者の検索した家兎の腎組織におい．てのみならず，す
でに多くの研究者たちによって認められている。例へば
Eaton7）は1yIaitland培養法によって，癌化鶏卵源i尿膜の
酸素吸収は培養後24時間ごとに約60％減少するといい，
またPearson＆Winzler”）はマウス脳のWarburg容器
培養でその酸累吸収が，培養時聞の経過とともに急激に滅
少することを認めている。勿論，Ackermannf））等のごと
く，Simm－Pardee液の組合せによるWarburg容器培養
で，癌化鶏卵漿尿膜が培養後48時闇は殆んど一定の酸素吸
収を維持するという報告もあるが，教室の江畑10）の追試で
は必ずしも常にAckermann等のいうようには行われ
ないという結論をえている。いずれにしてもこれらは内部
呼吸についての報告であり，基質添加呼吸についての報告
は極めて少Vi。著者のえた成績でば，チトクローム酸化
酵素活性度はほぼ内部呼吸に平行して低下するが，コハク
酸酸化酵素活性度の低下のしかたは若干これと異るようで
ある。
　さて，ウ4ルス感染による培養1家’兎腎の代謝活性の変動
であるが，著者の検索した範囲での呼吸活性に関するかぎ
り，感染群と対照群の開に有意義な差を見出しえなかった。
このことは，内部呼吸については卵孚化鶏卵漿尿膜・インフ
ルエンザ・ウイルスの組合せでAckermann等が，醇化鶏
卵漿尿膜・エクトロメリア・ウイルスの組合せで塚田等13）
江畑の，またマウスのTheiler，s　GD　VIIウィルスでPear－
son等が報告している成績に一致する。しかしウイルスが
増殖する以上は，その寄生をうけた細胞は休止時にくらべ
てより多くのエネルギーの産生と動員を必要とするわけで
あるが，著者のえた実験成績に関する限り，呼吸活性のそ
れを裏書するにたるほどの昂進を認めることはでき’なかっ
た。勿論in　vivOの実験成績でえられたように，呼吸商の
感染群における低下は，糖の培養後早期における急速な消
費とその後におけるおそらくは脂肪酸の酸化を考えさせる
が，これのみで昂進したエネルギー代謝を理解できないわ
けである。勿論この呼吸商の変化は，Ea七〇n等のいうごと
く培養組織におけるウイルスの増殖がその組織および培地
の糖の消費に依存するという結論に支持を与えるものであ
るが，これのみで宿主組織のエネルギー代謝の全体を論ず
ることは危険である。少なくとも塚田等④，小関ユ5）が報告
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したリフトバレー熱ウイルスの感染をうけたマ．ウス肝にみ
られるような呼吸ないし酸化機甲の昂進は，著者の実験の
場合｝⊂はin　vivo，　in　vitroの実験の別なく認められなか
ったのである。しかしAckermanロ等は卿化鶏卵漿尿膜一
インフルエンザ・ウイルスの組合せについてのWarburg
容器培養実験で，ウイルスの増殖には宿主組織における
phosphorylationが重要であり組織の酸素吸収は二期的な
ものである。即ち酸素吸収がどれだけphosphorylation
と共画しているかが重要であるとしてV）ることは興味があ
り，さらにPearson等も内部呼吸，解糖のすでに低下し
た組織においてもウイルスの増殖することを実験的に証明
し，やはり　phosphorylationが重要であることを述べて
いる。従って核酸にせよあるいは他の代謝中堅産物にせよ，
phosphorylationと年層した反応がウイルス感染をうけた
宿主細胞に何らかの形で捉えられるはずである。
　YY〈th’一近ウィルスが核蛋白をその主要な構成分とするこ
とが明かにされており，また他方細胞内において蛋白の合
成される際には核酸がその基盤としてまたsparkerとし
て重要な役割を演ずると考えられてきている。従ってウイ
ルスの細胞内合成ないし増殖に対しても，細胞内蛋白合成
の揚合と〃象ぼ類似の関係が考えられてよいわけである。従
って，ウイルス増殖の機溝の理解の第2の手がかりとなる
ものは核酸代謝であることは当然であろう。
　著者の実験成績からは，核酸のnetの量は培養四時聞の
経過とともに，ウイルスの感染の有無にかかわらず急速に
減少することが認められ，このことはすでに第1篇におい
て述べたように組織化学的所見においても明かである。し
かしP：IL）の核酸Pに対する交替度をみると，培養後24時
外目ではそれほど顕著でないが，72時聞目では，対照群で
はturnover　rateの増加が認められないのに，感染群で
はDNA，　RNAともに著明なturnover　ra七eの昂進がみ
られる。従って培養後72時問目における核酸は，そのnet
の量においては感染，対照群において著明な差は認めない
が，その内容において異なっていることを示すものと考え
て差支えない。即ち対照群では核酸量は多くはそのまま重
合度が低下し減少するが，感染群では榎酸分解の；昂進とと
もに榎酸合成の増加が起り，見かけ上は対照に比して差の
ないnetの極等量を示していると考えるべき’であろう。ま
た教室の近藤ゆの報告では，リプトバレー熱ウイルス感染
をうけたマウス肝では，核酸のうちRNA－Pのみの代謝回
転の増加をきたすというが，著者の取扱つた牛痘ウイルス
は核酸成分としてDNAをも含むので，当然DNA－Pの代
謝回転の増加の起ることが理解できるわけである。
　以上，著者はin　vitroに培養された家兎の腎組織と牛
痘ウイルスの相互作用について検索し，呼吸活性の不変と
胃酸の代謝回転の；昂進を見出したが，該酸のphosphoryl－
ationのsparkerとなるものの検索なり理解なりは，より
詳細な検討を必要とするものとして残されたわけである。
Ackermann等の主張するごとく，宿主細胞の単なる酸素
吸収ないしは糖の消費といったことだけではなく，常に細
胞におけるエネルギー代謝の観点から論ぜられるべきこと
が多いのは当然である。
　なお一般に培養開始時において腎組織でも，コハク酸酸
化酵素活性の高いものを使用した方が低いものを使用した
場合より多くウイルス増殖に成功することは，．同じ腎組織
でも個体によってウイルス増殖を起しやすいものと起しに
くいものがあることを示すものである。また培養日数の経
過において，酸化酵素の種類によってその減少の速度に差
があることに示されるように，超生状態における細胞の代
謝活性が一様に低下するものではないことはいうまでもな
い。勿論，このことから当然考慮されなければならないの
は，宿主細胞の代謝機構のどれが特にウイルス増殖と共興
して重要であるかということであるが，本実験の範囲では
これを結論することはできず，この問題に関してもさらに
詳細検索を必要とするものと思われる。
結 論
　著者は牛痘ウイルスの感染をうけた試験管培養家兎腎組
織の代謝の変動を生化学的方法をもつて検索し次のごとぎ
結論をえた。
　1．家兎腎組織は培養後日数の経過とともに両核酸の減
少を示すが，培養後24，72時固目におけるそのnetの量は，
対照，ウイルス感染群の間に有意義な差を見出しえなかつ
．た。しかし核酸の代謝回転は，P3L）を示標とした場合，培養
後72時価目においてRNA，　DNAともに感染群において
著明な昂進を示し，ne七の核酸量の有する意義が対照，感
染群で異ること，即ち感染群においては合成，分解が極め
て昂進し，そのbalanceが見かけ上の核酸量の不変をも
たらしたものと思われる。
　2．内部呼吸，チトクU　一一ム酸化酵素，コハク酸酸化酵
素および嫌気性解糖の活性度は培養後経過において対照，
感；竹群の間にはつきりした差異を見出しえなかった。しか
しこれをもってして両者の呼吸活性の差異を論ずることは
危険であり，未解決に残されたにせよ感染群におけるpho－
sphorylationの昂進と共斬した代謝活性の；昂進が捉えら
れるはずである。なおこれらの呼吸活性の感染群における
態度はin　vivOで直接腎にウイルスを接種した揚合も同
様，対照との開に有意義な差を見出しえなかった。ただ吸
呼商はこの場合感染群において低く，感染群において対照
群とは異なった代謝径路の動員の存在を考えさせるもので
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あろう。
乳酸量は，感染群においては対照群より増量が著明であ
ったが，その主な要因が解糖の昂進にあるか，酸化の低下
にあるかは結論しえなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．12．24受付）
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